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                   報告者氏名 森 亮二（流政会） 

 

１．会派名：流政会 

２．期間：平成26年7月28日-30日（水） 

３．視察先及び視察項目 

 

１）7月28日→佐賀県武雄市：市議会での同時音声字幕配信 

  2013年6月から全国に先駆けて導入した同時音声字幕配信について学んだ。  

流山市議会では議会基本条例の前文に謳った「市民に開かれた議会」を目指し、

議会改革を進めてきた経過がある。その一つは「コストを抑えつつ」、ハード

面の整備である。とくに ICTの導入は先駆的と言われ、携帯端末による電子

採決（タブレット含む）や一般質問におけるプレゼンテーションツールの活用、

さらには CMS型のホームページリニューアルなどである。もう一方では、今

後「市民に開かれた議会」を目指す方向に必要なソフト面の充実である。平成

26年 6月議会では陳情書がだされ採択をした「手話言語法制定」に則した手

話通訳などの活用等がその代表的なものと考えている。すでに議会運営委員

会ではこの内容について議論を進めているが、法律的な側面や、財政的な面か

ら即導入に至っていない経過もあり、同市が導入した「同時音声字幕配信」も

その一つの可能性として調査したいとの会派方針があったことがある。 

  今回、うかがって気付いた（学んだ）ことの一つとして、同システムの導入

背景としては自治体改革に一石を投じ続けている樋渡市長の判断や意向によ

るところが大きいものと感じた。というのも議会側は、「基本条例」はおろか

「倫理条例」や「議会報告会」などについてまったく取り組む様子はないとの

ことであり、今後も「敢えて制定しない」との意向とのことであった。ただし、

条例には拘らないものの「市議会のIT化」や「市議会の見える化」という点

では、テレビ放映（ケーブルテレビ）、ユーストリームの配信、モニターテレ

ビ導入、議場内パソコン等の持ち込みの実施を行っているところをみると、実

は先駆的な取り組みを実施しているとみることができる。決して外部評価（い

わゆるランキング評価）に拘らない姿勢は一目を置くべきものがあるのでは

ないだろうか。 

  さて、二元代表の一翼を担う行政は、図書館をTUTAYAに委託したり、学校

教育を大手学習塾と共同で行うなどの民間活力を重視した施策を実施してお

り、今回の同システムも民間事業者からの提案であるものであった。 

  このシステムは 

  1．議場内（音響室）からE-ミミセンターへ電話を掛ける。 

  2．スマートフォンを通して会場内の音声がE-ミミセンターへ届けられる 



  3．聞こえてきた音声を文字通訳者がパソコンに入力し、文字に転換 

  4．2人で売った文字を専用のソフトを使って、一つの文にする 

  5．インターネットを使って、利用者がもっているスマートフォンやタブレ

ット端末に字幕として表示される。 

   

    という流れであり、アナログ的要素が入っていることが特徴である。これ

は広い意味では雇用を生み出す面がある一方で、企業のキャパシティーの問

題が考えられるほか、流山市にはあまり関係ないかもしれないが、方言や特

異性のある土地の名称がある場合は、速記の正確性をきすためにも、事前に

ある程度基本的な知識を共有しておいたほうがよいといったアドバイスもあ

った。今後はこれらの懸念事項も踏まえて、導入の是非を議運でかけていき

たいと思う。 

流山市は基本条例の理念に基づき「市民に開かれた議会」を更に追求してい

きたい。そのためにも議会報告会に関しては既に手話通訳導入や磁器ループ設

置などを実施しており、引き続き更なる充実強化を目指していきたいものであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）7月29日→福岡県福岡市：里親制度等委託率アップの取り組み 



  福岡市が市民と協働で取り組む里親養育支援事業について学んだ。 

  福岡市は平成17年より新しい取り組み方法として市民と協働による里親事

業を目指し、「理念は市民との協働」としながらも、まずはNPOに業務委託を

する方針を導入し始めている。この結果は、里親登録数、委託児童数などが劇

的に増加しており、また里親等委託率の全国平均も大きく上回っている状態

である。このような点からしても、同市の方向性は正しかったと見る事ができ、

今後も更に飛躍の可能性を感じる点が多い。全国的な普及が期待されるとこ

ろである。 

  そもそも、このような新しい取り組みを行う背景としては「児童養護施設の

空きがない」といった背景があった。財政面を考慮しても、同事業だけに大き

く予算配分される可能性は小さい。そこで、関係者間では「里親開拓にNPOの

力、市民の力を生かそう」と考え、施設の受け入れ数（定員）を増やすよりも、

里親を増やそう、との方針を打ち出した。 

  そこで目を付けたのが前述の通り「民間の力」であり、特定のNPO法人に目

星をつけた。次に合同で勉強会を実施するなどの取り組みから始めた地道な

取り組みを積み上げていった背景を聞く事ができた。その後、様々な議論を経

て、平成 17年から 19年度の 3年間のモデル事業として開始。その結果、当

初想定した以上の「里親」登録者があったとのこと。このような取り組みは理

念先行やスタート時のみの注力になりがちであるが、同市の姿勢として、継続

的にフォーラムも実施したほか、「里親だけでなく協力者も募集」と枠を広げ

たり、またメディアとの協働など積極的に取り組む姿勢が継続されており、そ

の結果が着実な成果に繋がっているものと窺える。 

  里親が増えたことで、子どもの新しい受け皿が増えたほか、子どものニーズ

（必要）に応じた多様な選択肢の増加、その結果、子どもにあった里親を見つ

けやすくなっており、里親探しの中で、一つの課題とされてきた「子どもと里

親のミスマッチの解消」に繋がっていく期待もできる。今後も里親を求める子

どもの増加が想定されており、更なる支援体制の充実が求められる。加えて、

担当者が申していた「新生児からの養子縁組を目指したい」「産院から里親」

へといった明確な目標の実現に向け、引き続き同市の取り組みを注視してい

きたいものである。 

  流山市は平成 19年に制定した「流山市子育てにやさしいまちづくり条例」

に従い、夫婦共働き世帯などが安心して子どもを産み育てる社会環境整備に

努めている。一方で、昨今の離婚家庭に増加、乳幼児虐待の増加に見られるよ

うに、不遇にも親からの愛情を享受しながら成長できる子どもたちばかりで

ないことを踏まえ、しっかりと支援策を打ち出すことも求められるのではな

いだろうか。如何なる状況にあろうとも、全ての子どもは平等であるという認

識にたち、少しでも同じような環境で育つ事ができるようその環境づくりに

取り組んでいきたいものである。 

３）7月30日→熊本県天草市：天草市立天草アーカイブズ 



  NHKでも特集された天草市のアーカイブズ事業。下調べをする中ではその重

要性を認識しつつも、行政改革の中での事業的な優先度の是非、また流山市に

とってはどれぐらい必要な事業であるかは見通しが付き難い印象をもってい

たが、視察に伺い、同事業に現場の最前線で取り組む職員・スタッフの情熱や

熱意に、その重要性を強く認識させられる機会となった。 

  担当者が開口一番「将来の市民のために、プレゼントを作っているという気

持ち」が、このアーカイブズ事業の目的や意義の全てを含んでいるように思う。

行政資料や地域資料、また公文書といえば当然一定期間保存されるイメージ

は誰もがもつ。しかし、実際には適正な管理がなされていなかった実態もあり、

加えて、保管してあっても膨大な資料数によって単なる荷物的な扱いになっ

ていることが想定される。そこで同市は、博物館・資料館・図書館と公文書館

の位置づけを明確にわけ、公文書館を「行政や地域の「記録資料」を収集・選

別・管理保存し、提供する」ことを責務として、アーカイブズの重要性を内外

に示した。（条例化） 

  

 その中では「天草アーカイブズ」の３つの基本理念として 

①市民による地域文化の創造 

②より開かれた市政の運営 

③情報資源を生かした高度な行政の実現 

   

として、「市や市民の歩んできた証拠である「記録」を適切に選び、保存し、

利用に供することで、利用者は過去を検証し、より良い新たなコミュニティや

文化、政策等を考え、創ることが出来る。」と謳った。共感すべき崇高な理念

（理想）と受けとることができる。 

  前述のコメントにあるように、現世の市民だけでなく来世の市民に、その歴

史や市民の努力の結晶をしっかりと伝えていく責任が行政にはあり、作業は

とても大変なものであると言及しながらも、ようやく一つの作業過程を乗り

越えたと充実した表情をお見せいただいたことは印象深い。『地道な作業一つ

一つが、証拠・情報を残し、未来を創る』という思いは、引き続き作業チーム

（総勢17名体制）責任と団結力を生み出し、大変な作業に向かわれることで

あろう。先進自治体の取り組みの今後も注目していきたい。 

流山市は間もなく施行50年目を迎える。この間、先人達が築きあげてきた

歴史、行政が積み上げてきた情報資源や行政資料など、数多くの歴史的な遺品

や文書等は「流山市が将来に渡って、誇りのある“流山市”」だと思われ続け

るためにとても重要な視点である。今後、当市においても文化・伝統の保存と

いう視点は更に重要性を増すことが予想されることから、先駆的な取り組み事

例として参考にさせていただき、当市への導入の可能性についても議論をして

いきたいと思う。 


